
国際化の最前線から国際化の最前線から

先日、クレアのプロモーションアドバイザー派遣制度
を通じて、大阪市都島区に伺う機会を得た。１年半後に
迫る大阪・関西万博もきっかけとして、訪阪外客を誘致。
区内、なかでもまずは京橋駅周辺でにぎわいと消費を創
出する事業計画を作る目的だ。京橋駅といえば、大阪市
内でも屈指のターミナル駅。５路線が乗り入れており、
京都をはじめとする主要観光地の多くへ乗り換えなしで
アクセス可能だ。関西観光の主たる宿泊地となりうるポ
テンシャルを感じる一方、いまのところ、旅行者が駅周
辺で街歩きや飲食している様子は未だあまり見かけない。

第一歩は、宿泊地としてのストーリーとブランド作り、
宿泊客がナイトタイム＆モーニングタイムを楽しめるコ
ンテンツ開発かと考える。このコンテンツとして、地元
客でにぎわう京橋商店街は魅力的に映る。焼肉やラーメ
ンなど昔ながらの飲食、立ち食い店が所狭しと軒を連ね、
ゲームセンターやパチンコ店も健在。大阪らしい活気あ
ふれる生活文化を追体験できるスポットだ。

ひとはなぜ旅するのか。非日常に身を委ねることで得
られる偶然の出会いや発見が、人生を彩り豊かにするか
らだと思う。旅行者にとって、旅先の生活文化は非日常
だ。当社では近年、『地球の歩き方』ガイドブックの国
内版がヒットを重ねている。ヒットのポイントは、旅行
者への徹底的な寄り添いだ。観光地として未だよく知ら
れていないスポットを含む全ての市町を網羅し、歴史文
化などのストーリーを添えて深掘る。新たな観光体験を
誘発することで、旅人はもちろん、舞台となる地域住民
の支持も得られている。

インバウンド市場が活況だ。円安もテコに、訪日外客
数は遠くなくコロナ禍前に戻る見通しがある一方、オー
バーツーリズムの懸念もではじめている。観光を持続可
能なものとするためには、未だ見ぬ地域に光をあてるこ
とが急務だ。コンテンツは、地域それぞれに必ずある。

旅行者に寄り添い、地域に光を
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京橋駅に隣接する京橋商店街を視察
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